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　今年は，1868 年の明治維新から 153年にあ
たる。そして 1945 年の敗戦で区切ると，明治
維新からの前半は 77年，後半は 76年となり，
ほぼ中間地点になる。明治民法は，1898 年の
立法だったから，戦後民法のほうが，明治民法
よりもずっと長く適用されている。明治民法

　本誌では優れた連載が続いている。比較的最
近でも，佐伯教授の「考え方・楽しみ方」はシ
ャープなアイデアを次々と発表され，刑法学を
大いに盛り上げられたし，橋爪教授の「悩みど
ころ」は具体的な事例分析を積み重ねながらわ
が国の議論を大いに深化させられた。また，直
近の嶋矢・佐藤・小池・鎮目各教授の連載は，
事例分析の仕方を分かりやすく教示するスタイ
ルで，ケース研究の模範例を示された。このよ
うな諸連載の後に残された，やるべきことはそ
う多くはないし，私の能力でできることなど非

は，西欧民法を継受した法典だが，財産法と異
なり，家族法では，母法の規定を変容させて
「家」制度を作った。そして戦後改正で「家」
制度は廃止され，条文は平等化された。
　戦後改正当時から 70年余りの間に，西欧家
族法は，家族を取り巻く社会の変化に対応し
て，大きくその姿を変えた。しかし日本家族法
は僅かな手直し以外，殆ど維持されている。た
しかに戦後改正が当時，世界的に見ても先んじ
て平等化を徹底させた側面はある。しかしより
根本的には，むしろ西欧民法の家族法と異なる
日本家族法の特徴が，この改正の少なさの理由
であるように思われる。本連載では，我々の家
族法の特徴を考えてみたい。

常に限られている。しかし，ここはがんばるし
かない。
　そこで，本連載では，刑法総論の基礎となる
考え方に徹底してこだわってみたい。どうして
そのように考えるのか，それを支える基礎とな
るものは何か，ここに立ち返って考えてみるこ
とを大切にしたい。もしかしたら，皆さんの関
心は，事例問題が解けるレベルの知識の習得に
限定されているかもしれない。そして，事例問
題のような試験では，このような経験を経て基
礎となる考え方が理解できたうえで書いた答案
と，そうでない答案の点数の差は，さほど生じ
ないかもしれない。しかし，こうした基礎に立
ち返って考える経験を積むことは，研究者はも
とより将来実務家になられたときにも，きっと
自分の支えになることだろう。本連載を通じ，
皆さんとともに刑法総論の基礎となるものを考
え，ともに成長していければと願っている。


